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　To　avoid 　postponement　of 　surgery 　following　hospital　admission 　due　to　prior　administration 　of　antithrombotic 　drugs，　be−

ginning　in　2002，　we 　developed　a　system 　for　surveying 　outpatients 　to　determine　all　drugs　taken　by　those　scheduled 　for　sur −

gery．　The　system 　involves　an 　expanded 　version 　of 　the　preoperative　drug　administration 　 survey 　previously　conducted 　at　the

time　of 　hospi【al　admission ，　and 　we 　started 　 using 　it　for　some 　outpatients 　scheduled 　for　surgery ．　For　the　sys 【em ，　we 　prepared
alist 　of 　drugs　 whose 　discontinuation　should 　be　considered 　prior　to　 operations ，　sofIware 　for　inputting　drugs　discovered　by

the　survey ，　 and 　a　pamphlet　for　distribution　to　patients，　 all　 of 　which 　 made 　the　 operation 　 of　the　system 　more 　effective ．　In
2003，7250utpatients　were 　subjected 　to　the　survey 　and 　the　time　required 　for　each 　one 　to　complete 　it　was 　approx   ately　g

minutes ．　It　showed 　that　5．1％ of 　the　outpatients 　were 　taking　antithrombotic 　drugs，　and 　with 　the　assistance 　of 　pharmacists，
administration 　was 　discontinued　in　75％ of 　these　patients．　As　a　result，　there 　was 　no 　pestponement　of 　surgery 　after 　hospital

admission 　due　to　administration 　of 　antithrombotic 　drugs．　Our　survey 　allows 　all　drugs　being　taken 　by　outpatients 　to　be　deter−

mined 　at　an 　early 　stage ，　including　supplements 　and 　d皿 lgs　prescribed　by　other 　hospitaLs，　and 　it　has　thus　been　useful 　in　prc−

venting 　postponement　of 　surgery 　after 　hospital　admission ，
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緒 言

　 ア ス ピ リ ン や ワ ル フ ァ リ ン の よ うな抗血 小板薬や 抗凝

固薬（以下 ，こ れらを抗血栓薬 と略す）は易出血性を示す

た め 周術期 に お い て 特 に 注意 を 要す る 薬剤 で ある
1−5／’が ，

手術 予 定患 者が 抗 血 栓 薬 の ほ か に 手術 に 影響 を与 え る薬

剤 を服 用 して い る こ と も多く，麻酔科 医 に と っ て 適切 な

術 中管理 を行うため患者の 服用薬 を正確 に把握 して お く

こ と は リス ク マ ネジ メ ン ト上 か ら も重要 とな っ て い る ．

　当院で は2000年 4 月以来，病棟担当薬剤師が 手術予定

患者 の 服用薬 を入院時 に 調査 し麻酔科医 に 報告す る 「入

院時手術前服用薬調査業務」（以 下，入院時調査 と略す）

を行 っ て きて い る が，こ の 業務 に よ っ て ，麻酔科医 は患

者の 正 確 な 服用状況 を把握す る こ とが で きる よ うに な っ

た．

　
一

方，在院日数 の 短縮が 図 られ て い る昨今，患者 の 入

院 か ら手術 まで の 日数 も短期間で あ る場合 が多く，入 院

時 調 査 に お い て，手術 直前 に抗血 栓 薬 な どの 服 用 が 判 明

し，休薬期 間 の 不 足 か ら手術 が 延期 とな る症例 が 見受け

られ る ように な っ た．こ の ような こ とを未然 に防 ぐため

に は，担当医が 入 院前 の 外来診察時 に 患者 の 服用薬 を確

認 し，抗血 栓薬 を服用 して い た場合 に は服用 の 中止 お よ

び休薬 時点 を考慮す る 必 要が あ る が，複数 の 医療機関へ

の 受診 や後発品 の 使用実態等を考慮す る と，担当医が 市

販薬，サ プ リ メ ン トも含め た患者 の 全服用薬 に関 す る 情

報を限 られ た 外来診察の 時 間 で完全 に把握す る こ とは 困

難な状況 で あ っ た．そ こ で わ れ わ れ は
，薬剤師が早期 の 段

階で 手術予定患者 の 全服用薬 を調査す る シ ス テ ム を構築

す る必要 が あ る と考 え，外来受診時 に 調剤室担当薬剤師

が手術予定患者の 服用薬 を調査 し麻酔科医に報告す る手

術前服用薬調査業務 （以下 ，外来調査 と略す）を開始 した．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

＊
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　 今 回，外 柬調 査 の シ ス テ ム 構 築 と外 来 お よ び 入 院 時 手

術前服用薬調査 に関する データ を調査分析し，評価し た

の で 報告す る．

方 法

1． 外来調査と入院時調査

　当院で は 手術 予 定患 者 を原 則，手術前 日 に術前診察す

る こ とに な っ て お り，麻酔科医 は適切 な麻酔管理 を行う

た め，患者情報 を収集 して い る．手術前服用薬調査 は，

薬剤師が 手術予 定患者 の 市販薬，サ プ リ メ ン トも含め た

全服用薬を調査 し，術前診察時 に麻酔科医 へ 患者の 服用

薬情報を提供する 業務で あ る．こ の 業務 の 内容を表 1 に

示す．

　外来調査を導入す る に 当た り，外来調 査の 対象患者を

原則 と して 手術前 日入院患者 と し，そ れ 以外 に つ い て は

従来通 り， 入院時調査で 対応す る こ と と した．現在，外

来お よ び 入 院時調査 を平行 して 行 っ て お り，それ ぞれ の

タ イム ス ケ ジ ュ
ール を図 1 に示す．

表 1，手術前服用 薬調 査の 業務 内容

2．外 来 調 査 の 流 れ

　手術予定患者 は，入院前 の 外来診療時 に術前検査等が

実施さ れ て お り，そ の
一
環として ，薬剤師が 対象患者の

服 用 薬 調 査 を行 う こ と と した，以 下 に そ の 手 順 を 示 す

（図 2）．外来診療科で選択され た対象患者は カ ル テ を

もっ て 薬剤部を訪 れ，薬剤師が外来服薬指導室で 患者 の

服用薬 を調査す る ，調査 は，患者か ら の 聴取，カ ル テ ，

紹介状，お 薬手帳，他 の 医療機関や か か りつ け薬局へ の

問い 合 わせ を も とに行 い ，2週間以 内 の 服用歴お よ び 市

販薬や サ プ リメ ン トの 服用状況 に つ い て 確認す る．患者

が 抗血 栓薬 を服用 して い た場合は 「術前中止検討薬
一

覧

表」をもと に医師 と協議 を行 い ，服用 の 継続 が 必要 か ど

うか を確認す る．患者が手術 に 影響す る可 能性が あ る サ

プ リ メ ン トや成分不明 なサ プ リ メ ン トを服用して い た場

合は，薬剤師の 判断 に よ り患者の 了承 を得 て 服用中止 と

す る，次 に データベ ース ソ フ トで 作成 した 「調査薬 人 力

ソ フ ト」を使用 し，麻酔科提出 用 の 「手術前服用薬調査

票」（以 下 ， 報告書 と略す）を作成す る，そ の 後，患者 に

中止薬 が あ る場合 は 中止薬 と中 IE時点 の 説明をし，さら

に 「患者配布用パ ン フ レ ッ ト」 を使用 し て 入院す る まで

の 薬 の 服用 に 関す る注意点を説明す る，最後 に ，
カ ル テ

に報告書 を挟み，患者 は カ ル テ を持 っ て 外来診療科 に戻

る ．後 日，術前診察時 に 麻酔科 に カ ル テ が 運ば れ ，麻酔

科医 は報告書を確認す る．

  2週 間以内 の 服用 歴 （他病院や 開業 医を含む ）、市 販薬・サ
　 プリメン トの 服用状 況を調 査する

  抗血栓 薬を服 用 して いた場合 は、直ちに 医 師と協議を行 い

　 服用 の 継続が必要 か どうか を確認する

  手術 に影 響する可 能性 があるサ プリメン トや成 分不 明なサ

　 プリメン トを服 用してい た場合 は、薬剤師 の 判 断により患者

　 の 了承 を得 て 服用 中止 とする

  【薬品名】1 【用法 ・用量 】、【薬効 分類】、【服 用状況 】などの

　 服用薬情報を記載 した 麻酔科 受診 用の 報 告書を作成す る

3． 「術 前 中 止 検 討 薬 一覧 表」の 作 成

　当院で は 薬剤や休薬時点に つ い て統
一

した 基準が作成

され て い なか っ たため ，薬剤部 で 「術前中 止検討薬
一

覧

表」を作成 した （表 2 ）．休薬時点 に つ い て は，添付文書，

イ ン タ ビ ュ
ー

フ ォ
ー

ム ，関連文献
・G・Tl／な ど を も と に

， 薬

の 作用機序 を考慮 して 決定 した．た だ し，休薬時点 は あ

くま で も参考で あ り，医師は患者の 状態 や 原疾患，手術

の 大 き さ，出 血 の 程度等 を考慮 して 判断 す る こ と と し
，

図 1．外 来調査 お よび入院 時調査 の タイム ス ケ ジ ュ
ール
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図 2，外来手術前服用 薬調 査の 流 れ

　　　　　　　　表 2．術 前 中止検 討薬・・覧表

不 可 逆的抗血 小板作用 　　　　 可逆的抗血 小 板作用

抗凝固作用

　 　 　 　 　  

ワ
ー

フ ァ リン 3〜5日前

ア ン プラ
ーグ

゜

1日前

プ レ ター
ル

  2日前

プ ロサ イ リン
  1日 前

オ パ ル モ ン
 

1日前

ロ コ ル ナー
ル

  2日前

コ メ リア ン
  2日前

ペ ル サ ン チ ン
  2日前

セ ロ ク ラ
ー

ル
  2日前

サ ア ミオ ン
  2日前

ケ タス
゜ 3日 前

休薬時点は あ くまで も目安で あり、患者様の 原 疾患、手 術の 大 きさ、出 血 の 程度等 を十 分 に 考慮す る

最終的 に医師全員の 了承 を得 た の ち，院内 へ の 周知徹底

を 図っ た．

4．　「調査薬入 力 ソ フ ト」の作成

　調 査 薬 入 力 ソ フ ト（図 3）は 市販 デ ータベ ース ソ フ ト

Microsoft 　 Access　2000  を 用い て 作成 し た．入 力項 目は

患者情報，服用薬情報，サ プリ メ ン ト情報と し，効率的

に 行える よ うに薬品名欄 に服用 薬を入 力す る と，自動的

に 薬効分類 を表示 で きる よ うに した ．印刷 ボ タ ン を押す

と報告書は 2 部作成 され， 1部が麻酔科提出用，もう 1

部 は薬剤部の 控え と した．

5． 「患者配布用パ ン フ レ ッ ト」の 作成

　手術 を受ける患者 は 高齢者 も多く，
一

度 口 頭 で伝え た

だ けで は 理 解 さ れ な い こ と もあ る．そ こ で ，患者 配 布用

の パ ン フ レ ッ トを作成 し（図 4 ）， 入院す る まで の 常用

薬，市販薬，サ プ リ メ ン トの 服用 に 関 して の 注意事項 を

記載 した．

　市販薬 につ い て は，ア ス ピ リ ン 含有製剤 につ い て 服用

しない よ うに代表的 な製 品 名を記載 して 注意を喚起 す る

こ と と した．サ プ リメ ン トにつ い て は，朝鮮 ニ ン ジ ン や

EPA 含有 サ プ リ メ ン ト等 は手術時 に 出血 性合併症 を き

た す可能性が あ り，ま た，セ ン ト ・ジ ョ
ーン ズ ・ワ

ー
ト

や カバ 含有サ プ リ メ ン ト等は手術時 に使用す る薬剤 と相

互 作 用 を起 こ す 可 能 性 が あ る とい わ れ て い る が
8・9），こ

れ ら を含め て手術前に服用中止 が 望 ま しい サ プ リ メ ン ト

を記載 した．また，医師との 協議 に よ り中止とな っ た抗

血 栓薬 お よ びそ の 中止 日を患者が 再度確認可 能 とす る た

め に ，薬剤師が一
番 下 の メ モ 欄 に そ の 内容 を記入す る こ

と と した，

6．外来お よび 入 院 時調 査 に 関す るデータ調 査

　2003年 1月か ら2003年12月の 1年間 を調 査期 間 と し ，

外来お よび 入 院時調査 に お ける 調査件数，抗 血 栓薬服用

N 工工
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  患者基本情報   服用 薬入 力　  薬効分類 は薬品 名 を入 力す ると 自動 的に 表 示 され る

  現在の 服 用、中止 日な どを入力　  印刷

図 3，調査 薬 入力画面

入 院するまで

の 注意事項

市販 薬の 服用 に

つ いて の注意 事 項

サ プリメン ト服 用 に

つ い て の 注意事項

中 止 薬、中止 日等

を記入

w w
● 菅殿 よ り鳳用 され て い る箪 （常用藥） が ある場含は、入院時に持 9 してくださいb
●粲剤都で凰用薬を確認 した日から入院する 日までの闇に、劇査 した藁以外の 薬を

服用された場合は、なる べ く入院時に持参 し．E 師．藁刧師．または看護師に申

し 出 て くだ さい 。
●他科 あるい は他院を受診され る時は、手術するこ と をE 師に伝えて ください。
●市賑薬 の 鳳用につい て

　 市飯渠の 中には血流を良くし、手術に影響する藁品もあ ります。特に ア ス ピリン

　 （アセチルサ リチル醸 1 という成分を含んだ風邪婆．痛み止めの藁は注意が必要で

す。藁局な どで購入される場合は、ア ス ピリン を含まな い 藁も多 くあ ります の で ．
そちらをお求め くださ い 。

アス ピリ ン 〔ア セ チ ル サ リチ ル 酸｝を含ん で い る風邪藁 1
一
部）

藁 品 名 製 遭 ・販 亮 元 藁 品 名 製造 ・賑亮 元

ミフ7 リンA ラ イオン 竃イ エル 7 スピリ ン 明 治 製 皐

ブレ コール 禰 粒 臨呎肇贔 コル ゲ ン コーワ 識と痛み 興和新秦

薗馼 う す き 製疑 トナ q 建 藤 纓 渠

●健庫食品 （サプ リ メ ン ト） の 肛用 に つ い て

健康食晶 の 中 に は 、鳳用 の 仕方によっては手術に影，するものが ありますので．
手術が終わるま で 斬た に脈用 するこ と の ない ように お願 い します。
現在脈用され て い る健庫食品 に 関 して は．藁剤師 に 相談 し て ください。

手裄前に層用中止が理ま し い 健康食品 〔
一
都 の 成分 ）

◇ イ チ ョウ 葉 　 　　　 ◇ DHA ・EPA 　 　　　 　　 　◇ カ バ

◇ 輌鮮ニン ジ ン 　 　 　◇ サ メ 軟骨エキ ス
・
サメ脂貢 　 　 ◇ バ レ リア ン

◇ ＝ンニク　　　 　　 ◇ セ ン ト ・ジ ョーン ズ ・ワート　　 ◇ 麻黄 に フ Z ド ラ 〕

一
メモ ｛中止屡．中止 日 など♪

一
パ イアス ピリン は7月4日から履用中止で す。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 山 ロ 労災病院 　藁剤師

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 TEL　O836〔83〕2881
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 内線 2115

図 4．配布 用 パ ン フ レ ッ ト

患者数，服用 して い た抗 血栓薬の 種類 お よび抗血 栓薬服

用患者へ の 対応 に つ い て 調査 した．また，2004年 4 月 か

ら2004年 6 月の 3 カ 月間，外来調査 に 要 した 時 間 を測 定

した．

結 果

　調査期 間 で の 外来調査件数は725件，入 院 時調査件数

は 591件 で ，合 計 件数 は 1316件 で あ っ た．麻酔科 を 受診

した 手術予定患者 は ユ487件で あ り，手術前服用薬調査 の

実施率 は88．5％ と な り，
ほ と ん どの 手術予定患者 に薬剤

師が 関与 して い た，未 実施例 は，緊急の 手術 や ，統計上

の デ
ー

タの 記入 漏 れ等が 原 因で あっ た．外来調査お よ び

入 院時調 査 の 月 別 の 調 査 件 数 推 移 を 図 5 に 示 した．外来

調 査 で は 多少バ ラつ きは あ る もの の 1 カ月で 約60件 の 調

査 を行 っ て い た．また，手術前 入 院期間 の 短縮 の た め

徐 々 に 入 院時調査が 減少 し，外来 調 査 の 占め る割合 が 増

加す る 傾向が 認め ら れ た．次 に，外来調査 に要 した 時間
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図 6，外 来 手術 前服 用薬調 査 に要 した時 間

を 図 6 に 示 した． 1件 当 た りの 所要時間 は 平均 9分 で

あ っ た が ，中 に は 21分 以 上 （最高40分）時間 を要 した例 も

数 件見 受 け られ た．こ れ らは 患者 の 服 用 薬 等 につ い て 開

業医や 開局薬局に問 い 合 わ せ を行 っ た もの で あ っ た．

　外来お よ び 入院時調査 に お ける 抗血栓薬服用患者数お

よび 手術予定患者が 服用 して い た抗血 栓薬 の 種類 を表 3

に 示 した，外来調査 に お い て は725件 の うち37件 （5，1％ ）

で ，入 院時調査 で は591件 の うち61件 （10．3％），全 体 で

は7．4％ で 抗血栓薬 の 服用 が 認 め られ た．また，抗血栓

薬 の う ち休 薬 期 間 を長 く必 要 とす る不 可 逆 的 作 用 を もつ

薬剤 （バ イア ス ピ リ ン
 
（バ イエ ル 薬品  ），

パ ナ ル ジ ン
 

（第
・・
製薬  ）等）を 服用 して い る ケ ー

ス が 外 来調査 で

56％ ，入院時調査 で 42％ ，全体で は47％ に 見 られ た，さ

ら に，こ れ らの 抗血 栓薬 を服用 して い た 患者へ の 対応 を

図 7 に示 した．外来調査 にお い て ，37件の 抗血 栓薬服用

患者の うち医師との 協議後服用 中止 は28件（75％〉，協議

後服用継続は 1件（3 ％），事前に医師に よ り中 止の 指示

が あ っ た もの は 8件（22％）で あ っ た．入 院時調査 で は 61

件 の 抗 血栓 薬服用患者 の うち協議後服用 中止 は34件

（55％ ），協議後服用 継続 は 4 件（7 ％ ），事前 に 医 師 に よ

り中止 の 指示 が あ っ た も の は23件 （38％〉で あ っ た．ま

た，入 院時調 査 の 医師との協議後服 用 中止 例 の 中 に は，

休薬 期 間 の 不 足 か ら手術 が 延期 とな るケ
ー

ス が 数例 認 め

られ た が ，外来調査 に お い て は，抗血栓薬 の 服用 に よ る

入院後の 手術延期 は認 め られ なか っ た．一
方，医師 と の

協議後 に 抗血 栓薬服用継続 と な っ た患者で は予定通 り手

術 が 行 わ れ た が，こ れ らの 患 者 は比 較 的 作用 の 弱い 可 逆

的抗 血 小板作用 を もつ 抗血 栓薬 を服用 して い た．サ プ リ

メ ン トを服用 して い た患者 につ い て は，外来および入院

時 調 査 の い ず れ に お い て もサ プ リ メ ン トが 手 術 延 期 に 関

与 した と考えられ る症例はなか っ た．

考 察

　手術 予 定思 者 の 服 用薬
・サ プ リ メ ン ト に 関 し て

は，1）麻酔薬 や 術中 に使用す る 薬剤 と相互 作用 を起 こ

す 可能性が ある，2 ）麻酔や手術操作に伴うス ト レ ス へ

の 異常反応を生 じる 原因 と もなる ， 3）抗血栓作用 に よ

る 出血 性合併症 を引 き起 こす可能性 が あ る（抗血 栓薬 を

中 止 す る こ との 是 非 に つ い て は 諸 説
L°−12）

あ る），な ど の
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表 3．抗 血 栓 薬服 用患 者数 と抗 血栓 薬 の 種類

調査件数

抗血 栓薬服用患者数

患者が服用して い た

抗血栓薬 の 内訳

■ 抗凝 固薬

欝 抗血 小板薬
　 　 （不 可逆 的作用 〉

口 抗血 小板藁

　　 （可逆的作用）

外来調査

725件

37件 （5．1％ ）

4％

入院時調査

591件

61件　（10．396）

14％

外 来調査 入 院時調査

1件 （3％）

矚 医師との協議後服用中止 翳 医師との協議後服用継続 口 医師よ り中止 の 指 示 あ り

図 7，抗 血栓 薬服 用患 者 へ の 対応

理 由に よ り，術前 に 中止 し な けれ ば な ら ない 薬 ・サ プ リ

メ ン トが あ る
一

方 で，服用薬 に よ る 合併疾患 の コ ン ト

ロ ール を行うこ と も重 要で あ る た め，降圧 薬 の
一

部な ど

で 服 用 を継続 させ る薬 も存在す る．これ らの 判断は 麻酔

科医が 術前診察で行っ て い るが，術前 に中止す る薬，服

用 を継続する 薬を決定する た め に は他病院 や 開業医の 処

方薬 も含 め た 患者 の 全 服 用 薬 を正確に把 握 す る必 要 が

あ っ た．そ こ で，こ れ まで わ れ わ れ は 入 院 時調査 を 実施

し，麻酔科医 に手術予定患者の 市販薬 ・サ プ リメ ン トを

含 め た 全 服用 薬情報 を提供 して きた ．こ の 業務 は ，手 術

時の 薬学的管理の 面からリス クマ ネジ メ ン ト上，有 用 と

考 え ら れ，また 麻酔科医が的確 に服用薬情報を得 る こ と

が で きる た め，術前診察 の 負担 を軽減 で きる メ リ ッ トが

あ る ．しか し，入 院時調査 で は，抗血 栓薬 の 服用 に 関 し

て は チ ェ ッ ク ロ」
．
能で あ る もの の ，抗血栓薬 の 休薬期 間不

足 に よ り人 院後 の 手術延期を余儀 な くさ れ る 症 例 が 存在

した．こ の 場合，休薬期 間が確保 で きる まで 入 院 日数を

延長する か，ある い は 再入院とな り，どち ら に して も患

者 に 多大 な不利益 を 負わ せ る 結 果 と な っ て しまい ，病 院

経営 の 面か ら も計画的 な手術運営 が 行 えず マ イナ ス と考

え ら れ た．こ の 問題 を解決す る た め，わ れ わ れ は 早期 に

抗血 栓薬 の 服用 を チ ェ ッ ク で き，また，適切な休薬期 間

を確 保 で き る外 来 調 査 の 構築 を検討 した．

　外来調査 を導入 す る にあ た り，すべ て の 手術予定患者

を外来調査 の 対象に すれ ば，調剤室の 人 的不足状態が 懸

念 さ れ た た め ，外来 調 査 の 対 象患 者 を原 則 と して 手術 前
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日入院患者 と し，調査人数を制限 した，結果的 に は，手

術予定患者の 6割弱 が 外来調査 の 対象とな っ た，な お，

対象患者 を手術前 日入院患者 と した の は，抗血栓薬 を服

用 して い た こ とが 入 院後に 判明 した 場合，休薬期間が 不

足 す る可 能性が 高 い た め で ある，ま た，運用面 に おい て

工夫し，簡潔か つ 効率的 な シ ス テ ム を構築す る こ とが調

剤室担当薬剤師 の 負担 の 軽減 に繋が る と考え，新た に

「術前中止検討薬
一
覧表」，「調査薬入 力 ソ フ ト」，「患者

配布用パ ン フ レ ッ ト」 の 3 つ の ツ
ー

ル を作成 して ， シ ス

テ ム の 中 に取 り込 ん だ．「術前 中止 検討薬
一

覧表」 は，

注意が 必 要 な 薬 剤 とそ の 休薬時点 の 目安が
一

覧 に な っ て

い る た め，そ の つ ど抗血 栓薬 に つ い て 調査す る手間を省

き，また，同
一

薬剤 で休薬時点 が 大 きく異 な る こ と も皆

無 と なっ た，さ ら に 院内 に配布す る こ とで 医師へ の 問 い

合 わ せ もス ム ーズ に な っ た．「調査薬 入力 ソ フ ト」 は，
一

度登録 した薬品 に 関 して は 自動的 に薬効分類 を表示で

きる ため ，再度，薬効分類を調 査す る必 要 が な く，また，

簡単 に 報告書 が 作成可能 と な り， 全体的 に 時 間 を短縮 で

きた．「患者配布用 パ ン フ レ ッ ト」 に は，当院 に お い て

ア ス ピ リ ン を含有す る市販薬 お よ び EPA 含有 サ プ リ メ

ン トを服 用 して い た こ とが 原 因 で 手 術 が 延 期 と な っ た症

例があ っ たこ とや，昨今サ プリ メ ン トが手術や麻酔に影

響す る 可能性 が あ る とい う報告
e・9）

が散見 され る こ と か

ら，注意の 必要な 市販薬 や サ プ リメ ン トに つ い て も記載

す る こ と と した．こ の 結果 ， 患者へ の 説明が容易 に行え

る よ うに な っ た が，患者 が軽視 しが ちな市販薬 ・サ プ リ

メ ン トの 服 用 に つ い て 文書化 して 説明す る こ とは リ ス ク

マ ネ ジ メ ン トの 観点か ら も有用で ある と思 わ れ る．こ れ

らの ツ
ー

ル を組 み 入れた外来調査 の 所要時間調査 で は ，

お 薬手帳 な ど の 調査手段 が な い 時 や 患者 と の コ ミ ュ ニ

ケーシ ョ ン が 困難 な場合 に 多 くの 時間 を要す こ と も あっ

た が，1件当た りの 所要時間は 平均 9分程度で 1 日当 り

平均30分 弱 で あ っ た，現在，シス テ ム を導入 して 3年程

度経過 し たが ，調 剤室担当薬剤師へ の 負担 は あま り感 じ

られ ず ， 大 きな ト ラ ブ ル もない こ とか ら
，

こ れ ら の ッ
ー

ル を使用 した シ ス テ ム 構築が本業務 の 質の 向上 に貢献 で

きた と考え られ る．

　 また，当 院 で は 手 術 予 定 患 者 の 7．4％ が 抗 血 栓 薬 を服

用 して お り，不 可 逆的作用をもち休薬期間を長 く必要 と

す る薬剤 は こ の うち47％ を占め て い た が，薬剤師が 医師

と協議 を行 っ た結 果，中止 とな っ た例 が外来調 査 で28件

（75％ ）， 入院調査 で 34件（55％ ）存在 した こ とは， 薬剤師

の 関与が手術延期 の 回避 に 大 い に貢献 で きた とい え る．
一

方，入院時調査 で 抗血 栓薬服用 に よ る 手術延期 が 数例

認 め られ た の に 比 べ ，外来調査 で は一
切認 め られ なか っ

た．この こ とは仮 に休薬期間が 不足 しや すい 手術前 日入

院患者を対象とした 外来調 査 を，従来通 り入 院時調 査 で

行 っ て い れ ば，手術 予 定 の 抗 血 栓薬服 用 患者の うち休薬
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期間 を長 く必要 とする抗 血 栓薬 を服用 して い る ケ
ー

ス が

半数以 上 存在す る こ とか ら，手術延期例 の 増加 に 繋が る

可 能性 が非常 に高 くな っ た と推定され る．しか し，入 院

時調 査 か ら外来調 査 に シ フ トす る こ と で，手術 延 期例 を

激減 させ る こ とが 可 能とな り，今 回 の 調 査 で は 最大 28件
の 手術延期 を回避 で きた と考えられ る，また，医師か ら

の 中止 指示 の 割合が 比較的少ない の は，当院が オ
ー

ダ リ

ン グ シ ス テ ム 未導入 で あ り，医師が他科 の 処方等を見落

とし て い る こ とも
一

因 と考え られ る．サ プ リ メ ン トの 服

用 に 関 して は，患者からの 聴取 で は 不 明な点が 多 く，サ

プ リ メ ン ト自体 に 対す る エ ビ デ ン ス も十分 とは い えない

が，今回の 調査 で は手術 に影響 を及 ぼ した と考えられる

症 例 は見 られ な か っ た．パ ン フ レ ッ トを使用 して の 指導

や薬剤師の 判断 に よ る成分不明 の 製品 に 対する 服用中止

の 指示が 手術延期の 回避 の
一

助 とな っ た可能性があ る と

思 わ れ る．

　 以 上 よ り，外 来 調 査 は 早期 の 段階で 全 服用 薬 を確認す

る こ とで ，抗 血 栓 薬 を服 用 して い た患 者 に も適 切 に対応

す る こ とが可能で あ り，抗血栓薬服用 に よる 入院後の 手

術延期の 回避 に 本業務 が 有用で ある こ とが 示唆 さ れ た ，

さ ら に，こ の 業務 は手術時の 安全 管理 の 面 か ら薬剤師が

リス クマ ネージ ャ
ーと して 関与で き る だ けで な く，担当

医 ・麻酔科医の 外来診察 に お け る負担 の 軽減，手術延期

件数 の 減少 に よ る 計画的な 手術運営へ の 貢献 とい う点か

らも有用で ある と思われ る．

　薬剤師 に 求 め られ る役割 は ます ます多様化 して い る

が ，多くの 病院で 業務量 に 対 して 薬剤師数が 不足 し，新

しい 業務 に 着手 で きな い で い る の が 現状 で あ る，しか

し，こ の よ うな状況の 中，種 々 の ツ
ール を作成 し効率的

なシ ス テ ム に する こ と で 外来調査を導入で きた こ と は意

義深 い とい え る ，今後 ， 外来調査 の 対象 をすべ て の 手術

予定患者 に拡充 で きる よ う業務体制 の 見直 しを検討す る

と と も に，近 隣病 院 ・
開業医

・
開局薬局 との 緊密 な 連携

方 法 に つ い て も模 索 して い きた い と考え る．
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